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Ⅰ．はじめに
　日本の平均寿命は主要国の中でも高く1），多死

時代に突入していると言われている2）．1977年に

病院死亡者数が在宅死亡者数を超えて以来，病院

死亡者の割合は2006年に79.8％のピークを示し，

その後わずかに減少傾向にはあるが2019年にお

いても71.3％と高い水準を示している3）．これは，

アメリカが29.8％やイギリスが46.0％である4）こ

とと比較しても，多いことが特徴としてあげられ

る．2040年には死亡者数が1,679,000人とピーク

を迎える5）ことが予測されていることから，国は

医学的知見に基づき回復の見込みがないと判断し

た場合には，高齢者が住み慣れた自宅や介護保険

施設等での看取りが可能になる体制を整えること

を推進している．また，日本財団6）の調査による

と，高齢者の58.8％が最期を迎える場所として自

宅を希望している．このように人生の最期の迎え

方のニーズが多様化している現状にも関わらず，

「死」が身近に無いわが国の現状では，多様な人

の「死」のあり方について考える機会を十分に持

つことの無い看護学生が多いと推察する．カリ

キュラムとして様々な看取りのあり方を模索し，

対象者が満足のいく最期を迎えるための支援がで

きる看護師を育成するためには，どのような教育

が必要であるのかを検討することが必要であると

考え，看護学生の終末期ケア教育に関する研究動

向を把握することを目的として文献検討を行った．

　本研究の目的は，終末期ケア教育に関する研究

動向を概観するとともに，看護基礎教育における

終末期ケア教育の課題を明らかにすることであ

る．

Ⅱ．方法
1．対象となる文献の抽出

　医学中央雑誌Web版で2022年6月に，2012年～

2022年の範囲で検索を行った．key word「ターミ

ナルケアor看取り」「看護基礎教育」で「and」検

索を行い，「原著論文」で絞り込みを行った．検

索の結果，得られた文献は30件であった．その

うち，研究方法が明確でない文献，研究内容が

終末期ケアに関するものではない文献を除外し，

23件を分析対象とした．

2．分析方法

　23件の文献を，マトリックス方式7）で整理し，

全体を概観した．文献を精読して中心テーマは

コード化した．抽出されたコードを意味内容の類

似性に合わせてカテゴリー化した．

Ⅲ．結果
1．文献の概要

　文献の概要を表1に示す．文献の掲載年別数は

「2017年」が5件（21.7％）と最も多かった．次いで，

「2014年」と「2018年」が3件（13.0％）であった．

筆頭著者所属はすべて「看護学」であった．研究

方法は「質的研究」が9件（39.1％）と最も多く，

次いで「量的研究」と「混合研究」が各7件（30.4％）

であった．

　質的研究では，質問紙への自由記載やインタ

ビューの逐語録から，看護学生や看護師が終末期

ケアにおいて感じている困難や思い，教育のニー
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ズが分析されていた8）9）10）11）12）13）14）．また教科

書教材の記述の文脈分析15）や，視聴覚教材や講

義などによる教育後の学生レポートの分析16）17）

18）19）20）があった．量的研究では，終末期ケアに

関する経験や傾向13）21），教育ニーズ11），教育実態8）

14），視聴覚教材や講義，臨地実習などの教育によ

る学生の死生観への影響やその要因16）22）18），終

末期シミュレーション教育の効果23），看護師の終

末期がん患者ケアに影響する要因24），看護教員の

死後の教育に対する姿勢に影響する要因25），など

についての文献があった．

2．対象者および協力者

　表1に対象者および協力者を示した．「看護学

生」を対象とした研究が15件（65.2％）と最も多

かった．3年次，4年次の学生を対象とした研究

が9件（39.1％）と最も多く，1年次の学生を対象

とした研究は4件（17.4％）であった．全学年を

対象とした研究は1件（4.3％）であった．

　「看護師」を対象とした研究は5件（21.7％）で，

「教員」を対象にした研究は2件（8.7％）あり，

教育ニーズや，終末期ケア教育の現状と課題につ

いて明らかにしたものであった．

3．文献の中心テーマ

　中心テーマを表2に示す．以下にカテゴリー【（2

次コード数）】，2次コード≪（1次コード数）≫，

1次コード＜＞を示す．カテゴリーは【看護学生

の終末期ケア経験（5）】，【看護師の終末期ケア意

識（4）】【看護学生への終末期ケアの教育実態（3）】

の3つが抽出された．

1）　看護学生の終末期ケア経験

　【看護学生の終末期ケア経験（5）】は，≪学生

表1　文献の概要

表2　中心テーマ
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の思い（2）≫≪学生の関わり（1）≫≪学生の

経験と死生観（2）≫≪学生の学習動機（1）≫

≪学生の道徳的発達（1）≫で構成されていた．

≪学生の思い（2）≫は＜終末期医療への思いの

特徴＞＜患者の死を経験した看護学生の思いの特

徴＞で構成されていた．≪学生の関わり（1）≫

は＜終末期がん患者との関わりの特徴＞で構成さ

れていた．≪学生の経験と死生観（2）≫は＜死

に関する経験の実態と死生観の関連＞＜臨地実習

前の看護学生の死に関する経験と死生観の実態＞

で構成されていた．≪学生の学習動機（1）≫は

＜終末期看護に関心を持つ動機＞，≪学生の道徳

的発達（1）≫は＜生命の大切さに関する道徳的

発達の特徴＞で構成されていた．

2）　看護師の終末期ケア意識

　【看護師の終末期ケア意識（4）】は，≪看護師

の教育ニーズ（1）≫≪看護師の思い（1）≫≪看

護師のケア実態（1）≫≪看護師の学生への指導

実態（1）≫で構成されていた．≪看護師の教育

ニーズ（1）≫は＜看護師の終末期ケア教育に対

するニーズの実態＞で構成されていた．≪看護師

の思い（1）≫は＜新人看護師の死に対する意識

の特徴＞で構成されていた．≪看護師のケア実態

（1）≫は＜終末期がん患者への看護師のケア態度

の特徴＞，≪看護師の学生への指導実態（1）≫

は＜臨地実習指導者の生命倫理経験と学生への指

導状況の関連＞で構成されていた．

3）看護学生への終末期ケアの教育実態

　【看護学生への終末期ケアの教育実態（3）】は，

≪教育の効果（3）≫≪学びの内容（4）≫≪教

育内容の実態（3）≫で構成されていた．≪教育

の効果（3）≫は＜視聴覚教材・死の疑似体験・

講義の教育効果＞＜シミュレーションシナリオ教

育の効果＞＜緩和ケアに関する講義の学習効果＞

で構成されていた．≪学びの内容（4）≫は＜視

聴覚教材による学びの内容＞＜グリーフケアに参

加した看護学生の学びの内容＞＜臨死期における

スピリチュアル体験授業による学びの内容＞＜終

末期をテーマにした世代間交流ゼミによる学びの

内容＞で構成されていた．≪教育の実態（3）≫

は＜エンドオブライフケアに関するテキスト教材

の分析＞＜看護師養成機関の終末期ケア教育実

態＞＜教員の終末期ケア意識と死後の処置教育実

施状況の関連＞で構成されていた．

Ⅳ．考察
1．文献の概要

　表1に示したように，文献数は2017年が5件

（21.7％）と最も多かった．

　2011年に文部科学省が開催した大学における

看護系人材養成の在り方に関する検討会26）で，「学

士課程においてコアとなる看護実践能力と卒業時

到達目標」が提示された．看護実践を構成する

20の看護実践能力の1つとして，「終末期にある

人々を援助する能力」が到達目標として設定され，

終末期ケア教育にも重点をおくことが求められ始

めたと考える．数年かけて終末期ケア教育が実践

され，その実態や評価に関する研究が増えてきた

のが2017年にあたるのではないかと推察する．

　2040年の死亡者数ピークに向けて，終末期ケ

ア教育は，重要な教育，研究課題であり続けると

考えられるため，今後，文献数の増加が予測され

る．

2．対象者および協力者

　対象者および協力者は，「看護学生」を対象と

した研究が15件（65.2％）と最も多かった．こ

のうち3年次，4年次の学生を対象とした研究が，

合わせて9件（39.1％）と多かった．終末期ケア

教育の卒業時到達目標26）では，終末期の全人的

苦痛を軽減・緩和し，死にゆく人の意思を支え，

その人らしくあることを援助する能力が求められ

ており，高い技術や自らの看護観・死生観の醸成

なくして学ぶことが難しい分野であることから，

履修を3，4年次に設定している教育機関が多い

と考えられる．終末期ケア教育の実態把握や評価

のためには，3，4年次の学生が対象者として適

しており，教育前後での比較や，教育前の準備状

況，学生観を把握するために，1年次や全学年の
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学生が対象として選択されていた研究もあったと

考えられる．

　「看護師」を対象とした研究は5件（21.7％）で

あった．看護基礎教育で，終末期にある人々を援

助する能力を修得できたかどうかは，学生を対象

にするだけでは測りきれないと考える．よって，

卒業後の看護師も対象として，終末期ケアの能力

や態度を測る研究や，看護基礎教育での終末期ケ

ア教育ニーズを把握する研究が行われていたと考

えられる．

3．文献の中心テーマ

1）看護学生の終末期ケア経験と思い

　【看護学生の終末期ケア経験（5）】の≪学生の

思い（2）≫に含まれる，＜終末期医療への思い

の特徴＞＜患者の死を経験した看護学生の思いの

特徴＞は，患者の死を経験した学生の感情として，

「死に対する不安や恐怖と無力感」「患者の死を受

け入れることの葛藤と覚悟」「患者の死と自分の

家族の死を重ねる」など，死を受け入れることに

困難を感じている事が明らかにされていた．この

ことは，久保木・崎山ら27）が，患者の死を経験

した看護学生は実習終了までの時期に最もマイナ

ス感情を感じ，普段の感情に戻るまで1カ月以上

かかるパターンがあることを明らかにしたことと

も共通点があり，終末期ケア教育において，継続

して存在している課題と推察される．また，≪学

生の関わり（1）≫の＜終末期がん患者との関わ

りの特徴＞で学生は，患者とのコミュニケーショ

ンの困難さを抱えていたことが明らかにされてい

た．このような看護学生が抱く死や，死にゆく人

との関係性の構築における困難な感情に対応する

ためには，事前に死を肯定的に捉えられるような

死生観に触れる機会が重要であると考える．

　≪学生の経験と死生観（2）≫に含まれる＜死

に関する経験の実態と死生観の関連＞では，看護

学生の実態として，86.5％の学生が身近な人との

死別体験があることが明らかにされていた．しか

し，死別体験の有無だけでは，死生観に関連が見

られないことが明らかにされている28）ことから，

死別体験を有する学生が多いことだけを捉えて終

末期患者ケアに向けた学生の準備状況を鑑みるこ

とは難しく，患者の死別に深く関わる可能性のあ

る臨地実習前の準備教育として適した教育方法，

内容の検討が求められていると考える．今回分析

対象とした文献のなかでも＜臨地実習前の看護学

生の死に関する経験と死生観の実態＞では，看護

学生の死生観を育成していくためには，死生に関

する体験も必要だが，死に関する講義・演習を通

しての学びや，自身の考えを他者と共有する機会

をもつことが必要であることが明らかになってい

た22）．学生の死生観と関連して，≪学生の道徳的

発達（1）≫＜生命の大切さに関する道徳的発達

の特徴＞として入学時の看護学生は、道徳的判断

を行う上で何が重要か考える一定の道徳判断の発

達水準にはあるが、今後、人間関係を中心とした

倫理的感受性を高める教育的関わりが求められる

ことが挙げられていた21）．また，≪学生の学習動

機（1）≫では＜終末期看護に関心を持つ動機＞

として，他の学生から聞いた実習での終末期看護

経験，講義を通して得た終末期看護の学び，が示

されていた29）．実習内外での経験以外に，講義や

他の学生から聞いた話などが含まれており，経験

以外の学習を充実させることも，看護学生の終末

期ケア教育において有効であると考えられた．

2）看護師の終末期ケア意識

　【看護師の終末期ケア意識の実態（4）】では，

≪看護師の教育ニーズ（1）≫≪看護師の思い

（1）≫≪看護師のケア実態（1）≫から，新卒看

護師は、終末期患者・家族とのコミュニケーショ

ンや自分自身の感情のコントロールに対して難し

さを感じており，看護基礎教育へのニーズは、看

取りの理念（看護倫理）および哲学（死生観）に

関する教育ニーズが高いことが明らかにされてい

た30）．理念や哲学に関する学習では，座学におけ

る学習の工夫が必要であることが示唆されている

と考える．また，≪看護師の学生への指導実態

（1）≫では，臨地実習指導者の生命倫理に関す

る学生指導状況は「経験がない」が58.1％最も多
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く，生命倫理に関する指導は「説明が難しい」の

18.6％が最も多かった14）．この研究からも，看護

学生が臨地実習経験から終末期ケア教育を受ける

機会の少なさや難しさが示唆された．

3）看護学生への終末期ケアの教育実態と教育効果

　【看護学生への終末期ケアの教育実態（3）】と

して，≪教育内容の実態（3）≫では，＜看護師

養成機関の終末期ケア教育実態＞で，全ての学校

で座学の終末期ケア教育を実施していたが，教員

は，学修内容精選や実習指導体制に課題を感じて

いた8）との報告から，終末期ケア教育においては，

教える側も，具体的な教授内容や方法に困難感や

課題を感じている状況であることが明らかになっ

た．

　≪学びの内容（4）≫≪教育の効果（3）≫では，

＜視聴覚教材による学びの内容＞＜グリーフケア

に参加した看護学生の学びの内容＞＜臨死期にお

けるスピリチュアル体験授業による学びの内容＞

＜終末期をテーマにした世代間交流ゼミによる学

びの内容＞＜視聴覚教材・死の疑似体験・講義の

教育効果＞＜シミュレーションシナリオ教育の効

果＞＜緩和ケアに関する講義の学習効果＞で，臨

地実習以外の終末期ケアに関する教育の実践内容

やその効果についての報告が見られたが，各1件

であった．

　以上から，看護学生への終末期ケア教育では，

様々な内容，方法の教育が実施されているが十分

に検討されておらず，学修内容の精選に困難や課

題を抱えている状況であり，今後さらなる検討が

必要であると判断した．

4．看護学生の終末期ケア教育への示唆

　終末期ケア教育において看護学生が実習等の経

験から学ぶことは重要であるが，実際に実習で学

ぶことのできる機会は少ないことが明らかになっ

た．その中で，患者の死を経験した学生は，死

に対するネガティブな感情や，終末期患者との

コミュニケーションで困難な感情を伴うことが

あり，普段の感情に戻るまで1カ月以上かかるパ

ターンがあることが明らかになっていた．このこ

とから，学生に対してもグリーフケアが重要であ

り，実習後数か月かけて定期的にフォローアップ

することが望ましいと考える．

　また，身近な人の死を経験していた学生は

86.5％であったが，他人の死を経験することは少

ないと推測され，日本人はネガティブな死生観を

もつ傾向にあることからも，実習前に肯定的な死

生観に触れることは，患者の死を経験した学生が

普段の感情に戻る期間を早めることにつながると

考える．教育ニーズの高かった倫理や哲学の分野

から学際的な意見を取り入れながら，肯定的な死

生観の醸成につながる教育内容や方法について検

討を重ね，多様化する終末期ケアや看取りの場面

において看護の独自性を発揮しながら貢献できる

看護師を育成することが必要であると考える．

Ⅴ．おわりに
　本研究の結果，看護学生の終末期ケア教育に関

する研究動向について，以下のことが明らかに

なった

・分析対象となった23件の文献から抽出され

たカテゴリーは【看護学生の終末期ケア経験

（5）】，【看護師の終末期ケア意識（4）】，【看護

学生への終末期ケアの教育実態（3）】であった．

・終末期ケア教育では，経験から学ぶ重要性が示

されていたが，その機会は少なく，看護学生に

は困難な感情を伴うものであることが明らかに

なっていた．このため，学生に対するグリーフ

ケアの実施と肯定的な死生観の醸成が終末期ケ

ア教育において重要であるが，経験のみでは補

えないことから，臨地実習経験以外で学生の学

びにつながる具体的な教育方法や内容をさらに

検討する必要性が示唆された．
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